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答 

J
R
西
日
本
の
全
面
的
な
協
力

が
前
提
と
な
る
が
、
ま
ず
は
線
路

内
歩
行
路
の
現
状
を
確
認
し
利
用

実
態
を
把
握
し
た
上
で
、
例
え
ば

危
険
度
が
高
い
箇
所
を
洗
い
出
し

重
点
的
に
対
策
を
行
う
な
ど
、
区

役
所
の
意
見
も
踏
ま
え
な
が
ら
実

行
可
能
な
対
策
を
検
討
し
、
J
R

西
日
本
と
も
連
携
し
て
で
き
る
こ

と
か
ら
順
次
取
り
組
ん
で
い
く
。

答 

照
明
器
具
の
設
置
状
況
調
査
が

完
了
し
て
い
る
主
要
な
市
有
施
設

１
１
２
２
施
設
で
言
う
と
、
令
和
６

年
４
月
現
在
の
照
明
器
具
数
は
約

２５
万
台
で
、そ
の
う
ち
約
４
万
５
千

台
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
導
入
済
み
で

あ
る
。
残
り
の
概
算
事
業
費
は

１
０
０
億
円
程
度
を
見
込
ん
で
い

る
。
取
り
外
し
た
蛍
光
灯
は
、
許

可
を
受
け
た
専
門
業
者
に
委
託
し
、

法
律
で
定
め
ら
れ
た
基
準
に
従
い

処
理
を
行
う
。

答 

運
賃
に
つ
い
て
は
、「
バ
ス
協
調・

共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ひ
ろ
し

ま
」
に
お
い
て
共
同
で
取
り
組
む

べ
き
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
ゾ※
５
ー

ン
運
賃
な
ど
に
つ
い
て
、
市
と
事
業

者
が
一
体
と
な
り
議
論
を
始
め
て

お
り
、
将
来
的
に
こ
う
し
た
制
度

の
導
入
が
可
能
と
な

れ
ば
、
そ
の
時
点
で

運
賃
収
入
と
公
的

支
援
の
適
正
な
割

合
に
つ
い
て
の
議
論

が
可
能
と
な
る
と

考
え
て
い
る
。

答 

乗
合
バ
ス
事
業
に
お
い
て
行
政

と
バ
ス
事
業
者
が
一
体
と
な
り
、
利

便
性
と
採
算
性
を
両
立
し
、
持
続

可
能
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。
増
便
の
申
し
入

れ
に
つ
い
て
は
、
虹
山
県
営
住
宅

自
治
会
長
が
バ
ス
事
業
者
に
既
に

提
出
さ
れ
て
い
る
ご
要
望
の
中
に

含
ま
れ
て
お
り
、
改
め
て
本
市
か

ら
申
し
入
れ
を
行
う
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

答 

令
和
６
年
の
式
典
に
お
い
て
、

デ
モ
行
進
実
施
団
体
が
本
市
の
退

去
要
請
等
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と

は
公
園
条
例
に
違
反
す
る
行
為
で

あ
り
、
令
和
７
年
の
式
典
に
向
け
、

県
警
と
引
き
続
き
連
携
し
て
対
策

を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
デ
モ
行

進
中
の
拡
声
機
か
ら
の
音
に
つ
い

て
は
、
自
主
的
な
音
量
抑
制
の
取

り
組
み
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
同
団

体
と
粘
り
強
く
協
議
し
、
被
爆
８０

周
年
の
式
典
を
厳
粛
な
環
境
下
で

挙
行
で
き
る
よ
う
尽
力
し
た
い
。

答 

住
民
が
主
体
と
な
り
介
護
予
防

活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
は
今

後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
認
識

し
て
お
り
、
表
彰
に
つ
い
て
は
、
長

年
に
わ
た
り
地
域
介
護
予
防
拠
点

で
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
活

動
団
体
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
活

動
を
継
続
し
て
い
く
動
機
付
け
と

な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
そ
の
実
施
方
法
等
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答 

特
別
市
制
度
の
実
現
に
向
け
た

提
言
等
を
行
う
指
定
都
市
市
長
会

の
「
多
様
な
大
都
市
制
度
実
現
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
、
国
等
へ

の
提
言
文
等
に
よ
る
働
き
掛
け
や

広
報
活
動
に
よ
る
機
運
醸
成
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
令
和
６

年
１１
月
に
は
、
地
域
公
共
団
体
の

関
係
者
に
特
別
市
制
度
の
必
要
性

を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
新

た
な
提
言
の
素
案
を
策
定
し
、
今

後
、
こ
の
素
案
を
基
に
関
係
者
と

意
見
交
換
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

答 

定
期
的
に
胎
児
の
成
長
確
認
を

行
っ
て
お
り
、
順
調
に
い
け
ば
、
令

和
７
年
８
月
か
ら
１２
月
頃
に
出
産

予
定
で
あ
る
。
安
全
な
出
産
に
向

け
、
こ
れ
ま
で
に
エ
コ
ー
機
器
を
導

入
し
た
ほ
か
、
体
調
管
理
や
検
査

に
必
要
な
機
材
の
購
入
も
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
生
ま
れ
て
く
る
子

ゾ
ウ
が
飼
育
場
か
ら
転
落
す
る
の

を
防
ぐ
た
め
の
柵
等
を
設
置
す
る

な
ど
、
安
全
・
安
心
で
快
適
な
子

育
て
環
境
を
整
え
て
い
く
。

答 

被
爆
80
周
年
の
記
念
事
業
の
一

つ
と
し
て
、
令
和
７
年
度
、
パ
ー
ル

ハ
ー
バ
ー
に
係
留
さ
れ
て
い
る
戦
艦

ミ
ズ
ー
リ
記
念
館
で
、
長
崎
市
と

共
同
で
原
爆
・
平
和
展
を
開
催
す

る
計
画
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
、
同

協
定
に
基
づ
い
て
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー

国
立
記
念
公
園
に
お
い
て
も
展
示

等
を
行
う
よ
う
打
診
し
、
調
整
を

進
め
て
い
る
。

答 

Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
情
報
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
に
よ
る
運
行
情
報
等
の
提
供

や
、
遠
隔
対
応
に
よ
る
介
助
手
配

な
ど
、
駅
利
用
者
が
困
ら
な
い
よ

う
な
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
お

り
、「
駅
の
無
人
化
に
伴
う
安
全
・

円
滑
な
駅
利
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ

く
り
交
通
協
議
会
に

お
け
る
議
論
に
合
わ

せ
検
討
し
て
い
く
。

答 

平
和
記
念
式
典
は
、
原
爆
死
没

者
の
慰
霊
と
と
も
に
、
核
兵
器
廃

絶
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
に
向

け
た
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
」
の
発
信
を

目
的
と
し
て
い
る
。
令
和
６
年
の

式
典
で
は
、
招
待
の
有
無
に
よ
っ
て

本
市
の
各
国
へ
の
評
価
が
示
さ
れ

て
い
る
と
の
誤
っ
た
議
論
が
な
さ
れ

た
た
め
、
参
列
要
請
の
方
法
に
つ

い
て
は
、
こ
の
主
旨
を
理
解
し
て
も

ら
え
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
見
直

し
を
進
め
て
お
り
、
令
和
７
年
春

に
公
表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答 

日
本
被
団
協
を
始
め
と
す
る
被

爆
者
の
方
々
の
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
紹
介
し
、
被
爆
者
の
平
和
へ
の

願
い
を
多
く
の
人
に
共
有
し
て
も

ら
う
こ
と
は
、
核
兵
器
廃
絶
に
向

け
た
市
民
社
会
の
機
運
を
高
め
る

上
で
意
義
深
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
被
爆
者
の
活

動
が
分
か
る
写
真
パ
ネ
ル
や
議
員

提
案
の
色
紙
な
ど
を
紹
介
す
る
展

示
会
を
、
令
和
６
年
12
月
25
日
か

ら
平
和
記
念
資
料
館
に
お
い
て
開

催
す
る
予
定
で
あ
る
。

問 

指
定
都
市
市
長
会
が
提
案
す
る

大
都
市
制
度
「
特
別
市
」
は
、
指
定

都
市
に
権
限
と
財
源
を
一
元
化
し
、

県
に
包
含
さ
れ
な
い
一
層
制
の
自
治

体
で
、
二
重
行
政
の
解
消
や
機
動
的

な
行
政
運
営
に
有
効
と
考
え
る
。
制

度
創
設
に
向
け
、
本
市
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
す
る
の
か
。

問 

安
佐
動
物
公
園
で
飼
育
さ
れ
て

い
る
絶
滅
危
惧
種
の
マ
ル
ミ
ミ
ゾ
ウ

が
妊
娠
し
て
い
る
。
無
事
赤
ち
ゃ
ん

が
生
ま
れ
れ
ば
、
世
界
的
ニ
ュ
ー
ス

で
あ
る
。
現
在
の
状
況
と
、
無
事
出

産
し
子
育
て
へ
と
つ
な
ぐ
た
め
の
対

策
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

問 

平
和
記
念
公
園
と
パ
ー
ル
ハ
ー

バ
ー
国
立
記
念
公
園
と
の
姉
妹
公
園

協
定
を
意
義
あ
る
も
の
に
す
る
た
め

に
、
米
国
政
府
の
施
設
で
は
初
め
て

と
な
る
「
被
爆
の
実
相
」
の
展
示
を

パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
国
立
記
念
公
園
で

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

問 

障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
が
安

心
し
て
駅
を
利
用
す
る
た
め
に
は

駅
員
の
サ
ポ
ー
ト
が
基
本
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
進
め
て
い
る
駅
の
無

人
化
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
逆
行

し
て
い
な
い
か
。
ま
た
、
芸
備
線
の
一

部
の
駅
に
ト
イ
レ
が
な
く
、
整
備
が

必
要
と
考
え
る
が
、
本
市
の
認
識
は
。

問 

本
市
と
し
て
「
迎
え
る
平
和
」

を
掲
げ
て
い
る
以
上
、
平
和
記
念
式

典
に
は
全
て
の
国
を
招
待
す
る
の
が

妥
当
だ
と
考
え
る
が
、
令
和
７
年
の

招
待
国
に
つ
い
て
、
今
一
度
見
直
す

と
い
う
考
え
は
あ
る
か
。

問 

被
爆
者
約
８
千
人
が
次
世
代
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
し
た
色
紙

６
０
０
枚
が
国
立
広
島
原
爆
死
没
者

追
悼
平
和
祈
念
館
に
保
管
さ
れ
て
い

る
。
日
本
被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
受
賞
を
記
念
す
る
よ
う
な
展
示
を

行
い
、
被
爆
者
の
遺
志
を
つ
な
ぐ
た

め
に
、
こ
の
色
紙
も
展
示
し
て
は
ど

う
か
。

問 

線
路
内
を
横
断
中
の
死
亡
事
故

が
後
を
絶
た
な
い
。
市
民
の
生
命
・

身
体
、
輸
送
機
関
の
公
益
性
・
信
頼

性
を
そ
れ
ぞ
れ
守
る
と
い
う
観
点
か

ら
、「
線
路
内
歩
行
路
（
勝
手
踏
切
）」

の
安
全
対
策
を
効
率
的
に
行
う
方
策

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
市
は

ど
う
考
え
る
か
。

問 「
水※
７
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
」
に

基
づ
き
製
造
等
を
禁
止
す
る
動
き
が

あ
る
蛍
光
灯
に
つ
い
て
、本
市
で
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
お
い

て
、
令
和
１２
年
度
ま
で
に
市
有
施
設

の
全
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
数
と
予
算
は
い
く
ら

か
。
ま
た
、
取
り
外
す
蛍
光
灯
は
ど

の
よ
う
に
処
理
す
る
の
か
。

問 

乗
合
バ
ス
の
共※
４

同
運
営
シ
ス
テ

ム
が
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
公
的
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
、
運
賃

改
定
案
を
議
論
す
る
段
階
か
ら
本
市

が
入
り
、
運
賃
で
の
収
入
と
公
的
支

援
の
適
正
な
割
合
を
探
っ
て
い
く
べ

き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

問 

バ
ス
の
減
便
で
困
っ
て
い
る
市

民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
ス
ム
ー
ズ
な

移
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

自
治
体
の
役
割
だ
と
思
う
が
、
本
市

の
認
識
は
。
ま
た
、
バ
ス
会
社
に
勝

木
線
の
虹
山
県
営
住
宅
経
由
の
増
便

を
申
し
入
れ
る
こ
と
は
考
え
て
い
る

の
か
。

問 

被
爆
８０
周
年
と
な
る
令
和
７
年

こ
そ
は
、
厳
粛
な
式
典
を
実
現
し
て

も
ら
い
た
い
。
中
核
派
を
主
体
と
す

る
団
体
に
よ
る
原
爆
ド
ー
ム
前
や
式

典
会
場
付
近
で
の
拡
声
機
を
使
っ
た

デ
モ
集
会
、
デ
モ
行
進
に
つ
い
て
、

本
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

問 

長
年
に
わ
た
り
「
い
き
い
き
百

歳
体
操
」
の
取
り
組
み
に
携
わ
っ
た

方
々
に
感
謝
の
意
を
伝
え
、
今
後
も

し
っ
か
り
と
地
域
の
皆
さ
ん
に
続
け

て
い
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
こ
う
し

た
方
々
を
表
彰
す
る
制
度
を
設
け
て

は
ど
う
か
。

特
別
市
制
度
の
創
設

マ※
６

ル
ミ
ミ
ゾ
ウ
の
現
況
と
今
後

米
国
施
設
で
原
爆
展
を

無
人
駅
の
安
全
性
と
利
便
性

平
和
記
念
式
典
の
招
待
国

被
爆
者
の
遺
志
を
つ
な
ぐ

“
勝
手
踏
切
”の
安
全
策

公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

適
正
な
バ
ス
運
賃
を

バ
ス
の
増
便
で
生
活
向
上
を

厳
粛
な
平
和
記
念
式
典
の
実
現

百
歳
体
操
の
取
り
組
み
に
表
彰
を

●
桑
田
恭
子

（
ひ
ろ
し
ま
清
風
会　
佐
伯
区
）

・
広
島
市
指
定
地
域
共
同
活
動
団
体
の

指
定
等
に
関
す
る
条
例
素
案

・
物
価
高
騰
と
公
共
事
業

・
女
性
活
躍

・
保
育
園
事
業

●
森
野
貴
雅

（
新
政
ク
ラ
ブ　
佐
伯
区
）

・
平
和
記
念
公
園
と
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー

国
立
記
念
公
園
の
姉
妹
公
園
協
定

・
乗
合
バ
ス
の
運
賃

・
モ
ビ
リ
ー
デ
イ
ズ
の
活
用

・
宿
泊
税

・
投
票
率
の
向
上

●
平
岡
優
一

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ　
中
区
）

・
被
爆
８０
周
年

・
街
路
樹
の
整
備

・
毛
利
輝
元
没
後
４
０
０
年
記
念
事
業

・
メ
タ
バ
ー
ス
の
活
用

●
山
本
昌
宏

（
市
民
連
合
・
市
民
の
声　
西
区
）

・
黒
い
雨

・
平
和
の
推
進

・
災
害
に
強
い
街
づ
く
り

・
太
田
川
放
水
路
の
堤
防
道
路

・
市
民
の
健
康
づ
く
り

・
食
品
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル

●
西
田
浩

（
公
明
党　
安
佐
北
区
）

・
安
佐
動
物
公
園
の
活
性
化

・
広
島
市
の
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

・
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端
末
の
更
新

・
安
佐
公
民
館
の
結
露
防
止
対
策

●
清
水
貞
子

（
日
本
共
産
党　
安
佐
北
区
）

・
雨
水
管
建
設
工
事
に
よ
る
大
規
模
道

路
陥
没
事
故

・
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
無
人
駅
の
安
全
性
と

利
便
性

・
地
域
交
通
の
バ
ス
便

・
ろ
う
者
に
対
す
る
支
援

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
「
専
用
室
」

●
椋
木
太
一

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ　
安
佐
南
区
）

・「
特
別
市
」
制
度

・
カ
ラ
ー
バ
リ
ア
フ
リ
ー

・“
勝
手
踏
切
”

・「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」

※
本
文
中
の
赤
表
記
は
４
面
で
解
説
し
て
い
ま
す
。

YouTube、フェイスブックでも市議会情報を発信しています。〔YouTube〕https://www.youtube.com/user/citycouncilhiroshima〔フェイスブック〕www.facebook.com/hiroshimashigikai/
※紙面の都合上、１人２問以内で掲載しています。　※質問内容は、発言議員本人の提出によるものです。


